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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】トランジスタの閾値電圧と無関係に均一な輝度
の映像を表示できる有機電界発光表示装置及びその駆動
方法を提供する。
【解決手段】有機発光ダイオードＯＬＥＤと、データ信
号を伝達する第1トランジスタＭ１と、信号電流を第1電
源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給す
る第２トランジスタＭ２と、第1トランジスタＭ１と第
２トランジスタＭ２の間に位置されて、第1電源ＥＬＶ
ＤＤの電圧降下電圧及び第２トランジスタＭ２の閾値電
圧に対応する電圧を充電する第２キャパシタＣ２と、第
２キャパシタＣ２と第１電源ＥＬＶＤＤの間に接続され
てデータ信号に対応される電圧を充電する第１キャパシ
タＣ１と、第1トランジスタＭ１の第2電極と基準電源Ｖ
ｒｅｆの間に接続され、走査信号でターンオンされる第
４トランジスタＭ４と、第２トランジスタＭ２の第２電
極と有機発光ダイオードＯＬＥＤの間に接続される第５
トランジスタＭ５を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
有機発光ダイオードと、
第i(iは定数)走査線に走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線に供給されるデ
ータ信号を伝達するための第1トランジスタと、
前記データ信号に対応される電流を第1電源から前記有機発光ダイオードを経由して第2電
源に供給するための第2トランジスタと、
前記第1トランジスタと前記第2トランジスタの間に位置されて、前記第1電源の電圧降下
電圧及び前記第2トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電するための第2キャパシタ
と、
前記第2キャパシタと前記第1電源の間に接続されて前記データ信号に対応される電圧を充
電するための第1キャパシタと、
前記第1トランジスタの第2電極と基準電源の間に接続されて第i-1走査線に走査信号が供
給される時ターンオンされる第4トランジスタと、
前記第2トランジスタのゲート電極と第2電極の間に接続される第3トランジスタと、
前記第2トランジスタのゲート電極と前記基準電源の間に接続されて第i-2走査線に走査信
号が供給される時ターンオンされる第6トランジスタと、
を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
前記基準電源の電圧は、前記データ信号の電圧より高い電圧値に設定されることを特徴と
する請求項1記載の画素。
【請求項３】
前記基準電源の電圧は前記第1電源の電圧より低い電圧値に設定されることを特徴とする
請求項2記載の画素。
【請求項４】
前記第2トランジスタと前記有機発光ダイオードの間に接続されて、発光制御線に供給さ
れる発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第5トランジスタをさらに
備えることを特徴とする請求項1記載の画素。
【請求項５】
前記i番目発光制御線に供給される発光制御信号は、前記第i-2走査線、i-1走査線及び第i
走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給されることを特徴とする請求項4記
載の画素。
【請求項６】
走査線に走査信号を順次供給して、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査
駆動部と、
前記走査信号と同期されるようにデータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と
、
前記一つのデータ線と3本の走査線と接続される画素を具備して、
前記画素それぞれは、
有機発光ダイオードと、
第i(iは定数)走査線に走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線に供給されるデ
ータ信号を伝達するための第1トランジスタと、
前記データ信号に対応される電流を第1電源から前記有機発光ダイオードを経由して第2電
源に供給するための第2トランジスタと、
前記第1トランジスタと前記第2トランジスタの間に位置されて、前記第1電源の電圧降下
電圧及び前記第2トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電するための第2キャパシタ
と、
前記第2キャパシタと前記第1電源の間に接続されて前記データ信号に対応される電圧を充
電するための第1キャパシタと、
前記第1トランジスタの第2電極と基準電源の間に接続されて第i-1走査線に走査信号が供
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給される時ターンオンされる第4トランジスタと、
前記第2トランジスタのゲート電極と第2電極の間に接続される第3トランジスタと、
前記第2トランジスタのゲート電極と前記基準電源の間に接続されて第i-2走査線に走査信
号が供給される時ターンオンされる第6トランジスタと、
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項７】
前記基準電源の電圧は、前記データ信号の電圧より高い電圧値に設定されることを特徴と
する請求項6記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
前記基準電源の電圧は、前記第1電源の電圧より低い電圧値に設定されることを特徴とす
る請求項7記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
前記第2トランジスタと前記有機発光ダイオードの間に接続されて、前記発光制御線に供
給される発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第5トランジスタをさ
らに備えることを特徴とする請求項6記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
前記i番目発光制御線に供給される発光制御信号は、前記第i-2走査線、i-1走査線及び第i
走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給されることを特徴とする請求項9記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
i(iは定数)番目水平ラインに位置されて有機発光ダイオードに電流を供給するための駆動
トランジスタを持つ画素を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、
第i-2走査線に走査信号が供給される時基準電源の電圧を駆動トランジスタのゲート電極
に供給する第1段階と、
第i-1走査線に走査信号が供給される時前記駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧
を第2キャパシタに充電する第2段階と、
第i走査線に走査信号が供給される時データ信号に対応する電圧を第1キャパシタに充電す
る第3段階と、
前記第1キャパシタ及び第2キャパシタに充電された電圧に対応する電流を前記有機発光ダ
イオードに供給する第4段階と、
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
前記第4段階では、
前記駆動トランジスタが前記第1キャパシタ及び第2キャパシタに充電された電圧に対応し
て第1電源から前記有機発光ダイオードを経由して第2電源に流れる電流量を制御すること
を特徴とする請求項11記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
前記基準電源の電圧は、前記データ信号の電圧より高い電圧値に設定されることを特徴と
する請求項12記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
前記基準電源の電圧は、前記第1電源の電圧より低い電圧値に設定されることを特徴とす
る請求項13記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
前記第2段階で、前記第2キャパシタの一側端子には前記第1電源から前記駆動トランジス
タの閾値電圧を差し引いた電圧が印加されて、他側端子には前記基準電源の電圧が印加さ
れることを特徴とする請求項11記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、画素とこれを利用した有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に画
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素それぞれに含まれるトランジスタの閾値電圧と無関係に均一な輝度の映像を表示できる
ようにした画素とこれを利用した有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、陰極線管(Cathode　Ray　Tube)の短所である重さと体積を減らすことができる各種
平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては液晶表示装置(Liquid　Crystal　
Display)、電界放出表示装置(Field　Emission　Display)、プラズマ表示パネル(Plasma
　Display　Panel)、及び有機電界発光表示装置(Organic　Light　Emitting　Display)な
どがある。
【０００３】
平板表示装置の中で有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する
有機発光ダイオードを利用して映像を表示す。このような、有機電界発光表示装置は早い
応答速度を持つと同時に低い消費電力によって駆動されるという長所がある。
【０００４】
図1は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
図1を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素4は、有機発光ダイオードOLEDと、
データ線Dm及び走査線Snに接続されて有機発光ダイオードOLEDを制御するための画素回路
2を備える。
【０００５】
有機発光ダイオードOLEDのアノード電極は画素回路2に接続されて、カソード電極は第2電
源ELVSSに接続される。このような有機発光ダイオードOLEDは画素回路2から供給される電
流に対応されて所定輝度の光を生成する。
【０００６】
画素回路2は走査線Snに走査信号が供給される時データ線Dmに供給されるデータ信号に対
応されて有機発光ダイオードOLEDに供給される電流量を制御する。このために、画素回路
2は第1電源ELVDDと有機発光ダイオードOLEDの間に接続された第2トランジスタM2と、第2
トランジスタM2、データ線Dm及び走査線Snの間に接続された第1トランジスタM1と、第2ト
ランジスタM2のゲート電極と第1電極の間に接続されたストレージキャパシタCstを備える
。
【０００７】
第1トランジスタM1のゲート電極は走査線Snに接続されて、第1電極はデータ線Dmに接続さ
れる。そして、第1トランジスタM1の第2電極はストレージキャパシタCstの一側端子に接
続される。ここで、第1電極はソース電極及びドレイン電極の中でいずれか一つに設定さ
れて、第2電極は第1電極と他の電極に設定される。例えば、第1電極がソース電極に設定
されれば第2電極はドレイン電極に設定される。
【０００８】
走査線Sn及びデータ線Dmに接続された第1トランジスタM1は走査線Snから走査信号が供給
される時ターンオンされてデータ線Dmから供給されるデータ信号をストレージキャパシタ
Cstに供給する。この時、ストレージキャパシタCstはデータ信号に対応される電圧を充電
する。
【０００９】
第2トランジスタM2のゲート電極はストレージキャパシタCstの一側端子に接続されて、第
1電極はストレージキャパシタCstの他側端子及び第1電源ELVDDに接続される。そして、第
2トランジスタM2の第2電極は有機発光ダイオードOLEDのアノード電極に接続される。この
ような第2トランジスタM2はストレージキャパシタCstに保存された電圧値に対応して第1
電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDを経由して第2電源ELVSSに流れる電流量を制御す
る。この時、有機発光ダイオードOLEDは第2トランジスタM2から供給される電流量に対応
される光を生成する。
【００１０】
しかし、このような従来の有機電界発光表示装置の画素4は、均一な輝度の映像を表示す
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ことができないという問題点が発生される。これを詳しく説明すれば、画素4それぞれに
含まれた第2トランジスタM2(駆動トランジスタ)の閾値電圧は、工程偏差などによって画
素4ごとに異なるように設定される。このように第2トランジスタM2の閾値電圧が異なるよ
うに設定されれば、複数の画素4に同一階調に対応するデータ信号を供給しても第2トラン
ジスタM2の閾値電圧の差によって互いに異なる輝度の光が有機発光ダイオードOLEDから生
成される。
【特許文献１】米国特許公開US2005/0200572号明細書
【特許文献２】日本特許公開第2006-53587号明細書
【特許文献３】大韓民国特許公開第2006-0000439号明細書
【特許文献４】大韓民国特許公開第2005-0049686号明細書
【特許文献５】大韓民国特許公開第2005-0110458号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
したがって、本発明の目的は画素それぞれに含まれるトランジスタの閾値電圧と無関係に
均一な輝度の映像を表示すようにした画素とこれを利用した有機電界発光表示装置及びそ
の駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
前記目的を果たすために、本発明の実施例による画素は、有機発光ダイオードと、第i(i
は定数)走査線に走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線に供給されるデータ
信号を伝達するための第1トランジスタと、前記データ信号に対応される電流を第1電源か
ら前記有機発光ダイオードを経由して第2電源に供給するための第2トランジスタと、前記
第1トランジスタと前記第2トランジスタの間に位置されて、前記第1電源の電圧降下電圧
及び前記第2トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電するための第2キャパシタと、
前記第2キャパシタと前記第1電源の間に接続されて前記データ信号に対応される電圧を充
電するための第1キャパシタと、前記第1トランジスタの第2電極と基準電源の間に接続さ
れて第i-1走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第4トランジスタと、前記第
2トランジスタのゲート電極と第2電極の間に接続される第3トランジスタと、前記第2トラ
ンジスタのゲート電極と前記基準電源の間に接続されて第i-2走査線に走査信号が供給さ
れる時ターンオンされる第6トランジスタと、を備える。
【００１３】
また、本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を順次供給して
、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査駆動部と、前記走査信号と同期さ
れるようにデータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記一つのデータ線
と3本の走査線と接続される画素を具備して、前記画素それぞれは有機発光ダイオードと
、第i(iは定数)走査線に走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線に供給される
データ信号を伝達するための第1トランジスタと、前記データ信号に対応される電流を第1
電源から前記有機発光ダイオードを経由して第2電源に供給するための第2トランジスタと
、前記第1トランジスタと前記第2トランジスタの間に位置されて、前記第1電源の電圧降
下電圧及び前記第2トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電するための第2キャパシ
タと、前記第2キャパシタと前記第1電源の間に接続されて前記データ信号に対応される電
圧を充電するための第1キャパシタと、前記第1トランジスタの第2電極と基準電源の間に
接続されて第i-1走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第4トランジスタと、
前記第2トランジスタのゲート電極と第2電極の間に接続される第3トランジスタと、前記
第2トランジスタのゲート電極と前記基準電源の間に接続されて第i-2走査線に走査信号が
供給される時ターンオンされる第6トランジスタと、を備える。
【００１４】
また、本発明の実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法は、i(iは定数)番目水平ラ
インに位置されて有機発光ダイオードに電流を供給するための駆動トランジスタを持つ画
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素を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、第i-2走査線に走査信号が供給され
る時基準電源の電圧を駆動トランジスタのゲート電極に供給する第1段階と、第i-1走査線
に走査信号が供給される時前記駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を第2キャパ
シタに充電する第2段階と、第i走査線に走査信号が供給される時データ信号に対応する電
圧を第1キャパシタに充電する第3段階と、前記第1キャパシタ及び第2キャパシタに充電さ
れた電圧に対応する電流を前記有機発光ダイオードに供給する第4段階と、を含む。
【発明の効果】
【００１５】
上述したように、本発明の実施例による画素とこれを利用した有機電界発光表示装置及び
その駆動方法によれば、駆動トランジスタの閾値電圧及び第1電源の電圧降下電圧を補償
することができ、これによって均一な輝度の映像を表示すことができる。
【００１６】
また、本発明にいれば、基準電圧を利用して画素を初期化するのですべての画素を同じ電
圧に初期化することができるという長所がある。したがって、本発明では一つの走査線に
走査信号が供給される安定的に駆動トランジスタの閾値電圧を補償することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施する
ことができる好ましい実施例を添付された図2ないし図7を参照して詳しく説明する。
【００１８】
図2は、本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
図2を参照すれば、本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置は、走査線S1ないしSn
、発光制御線E1ないしEn及びデータ線D1ないしDmと接続される複数の画素140を含む画素
部130と、走査線S1ないしSn及び発光制御線E1ないしEnを駆動するための走査駆動部110と
、データ線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部120と、走査駆動部110及びデータ駆
動部120を制御するためのタイミング制御部150と、を備える。
【００１９】
画素部130は、走査線S1ないしSn、発光制御線E1ないしEn及びデータ線D1ないしDmによっ
て区画された領域に形成される画素140を備える。画素140は外部から第1電源ELVDD、第2
電源ELVSS及び基準電源Vrefの供給を受ける。基準電源Vrefの供給を受けた画素140それぞ
れは基準電源Vrefと第1電源ELVDDの差値を利用して第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び駆動
トランジスタの閾値電圧を補償する。
【００２０】
そして、画素140は自分に供給されたデータ信号に対応して第1電源ELVDDから有機発光ダ
イオード(図示せず)を経由して第2電源ELVSSに所定の電流を供給する。すると、有機発光
ダイオードから所定輝度の光が生成される。
【００２１】
実際に、画素140それぞれは2本の走査線と接続されながら駆動される。言い換えて、 i (
iは定数)番目水平ラインに位置された画素140は、i-1番目走査線Si-1に走査信号が供給さ
れる時初期化及び閾値電圧補償過程を経って、i番目走査線Si-1に走査信号が供給される
時データ信号に対応される電圧を充電する。一方、図2では一番目水平ラインに位置され
た画素140と接続されるように0番目走査線S0(図示せず)が追加形成される。
【００２２】
タイミング制御部150は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号DCS
及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部150から生成されたデータ駆動制
御信号DCSはデータ駆動部120に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部110に供給
される。そして、タイミング制御部150は外部から供給されるデータをデータ駆動部120に
供給する。
【００２３】
走査駆動部110は走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査駆動制御信号SCSの供給を受
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けた走査駆動部110は走査線S1ないしSnに走査信号を順次供給する。そして、走査駆動制
御信号SCSの供給を受けた走査駆動部110は、発光制御線E1ないしEnに発光制御信号を順次
供給する。ここで、発光制御信号は2個の走査信号と少なくとも一部期間重畳されるよう
に供給される。このために、発光制御信号の幅は走査信号の幅と同じかまたは広く設定さ
れる。
【００２４】
データ駆動部120は、タイミング制御部150からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける。
データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部120はデータ信号を生成して、生成さ
れたデータ信号をデータ線D1ないしDmに供給する。
【００２５】
図3は、図2に示された画素の実施例を示す図面である。図3では説明の便宜性のためにn番
目水平ラインに位置されて、第mデータ線Dmと接続される画素を示す。
図3を参照すれば、本発明の画素140は有機発光ダイオードOLED、有機発光ダイオードOLED
に電流を供給するための画素回路142を備える。
【００２６】
有機発光ダイオードOLEDは、画素回路142から供給される電流に対応して所定の色の光を
生成する。例えば、有機発光ダイオードOLEDは画素回路142から供給される電流量に対応
して所定輝度を持つ赤色、緑色または青色の光を生成する。
【００２７】
画素回路142は、第n-1走査線n-1に走査信号が供給される時第1電源ELVDDの電圧降下と第2
トランジスタM2(駆動トランジスタ)の閾値電圧を補償して、第n走査線Snに走査信号が供
給される時データ信号に対応される電圧を充電する。このために、画素回路142は第1ない
し第5トランジスタM1ないしM5と、第1キャパシタC1及び第2キャパシタC2とを備える。
【００２８】
第1トランジスタM1の第1電極はデータ線Dmに接続されて、第2電極は第1ノードN1に接続さ
れる。そして、第1トランジスタM1のゲート電極は第n走査線Snに接続される。このような
第1トランジスタM1は第n走査線Snに走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Dm
と第1ノードN1を電気的に接続させる。
【００２９】
第2トランジスタM2の第1電極は第1電源ELVDDに接続されて、第2電極は第5トランジスタM5
の第1電極に接続される。そして、第2トランジスタM2のゲート電極は第2ノードN2に接続
される。このような第2トランジスタM2は第2ノードN2に印加される電圧、すなわち、第1
キャパシタC1及び第2キャパシタC2に充電された電圧に対応される電流を第5トランジスタ
M5の第1電極に供給する。
【００３０】
第3トランジスタM3の第2電極は第2ノードN2に接続されて、第1電極は第2トランジスタM2
の第2電極に接続される。そして、第3トランジスタM3のゲート電極は第n-1走査線Sn-1に
接続される。このような第3トランジスタM3は第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される時
ターンオンされて第2トランジスタM2をダイオード形態で接続させる。
【００３１】
第4トランジスタM4の第1電極は基準電源Vrefに接続されて、第2電極は第1ノードN1に接続
される。そして、第4トランジスタM4のゲート電極は第n-1走査線Sn-1に接続される。この
ような第4トランジスタM4は第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される時ターンオンされて
基準電源Vrefと第1ノードN1を電気的に接続させる。
【００３２】
第5トランジスタM5の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続されて、第2電極は有
機発光ダイオードOLEDのアノード電極に接続される。そして、第5トランジスタM5のゲー
ト電極は第n発光制御線Enに接続される。このような第5トランジスタM5は第n発光制御線E
nに発光制御信号が供給される時ターンオフされて、発光制御信号が供給されない時ター
ンオンされる。ここで、第n発光制御線Enに供給される発光制御信号は第n-1走査線S-1に
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供給される走査信号と一部重畳されて、第n走査線Snに供給される走査信号と完全に重畳
されるように供給される。したがって、第5トランジスタM5は第1キャパシタC1及び第2キ
ャパシタC2に所定の電圧が充電される期間の間ターンオフされて、それ以外の期間の間第
2トランジスタM2と有機発光ダイオードOLEDを電気的に接続させる。
【００３３】
一方、第1電源ELVDDは画素140それぞれと接続されて所定の電流を供給して、これによっ
て画素140の位置によって互いに異なる電圧降下が発生される。しかし、基準電源Vrefは
画素140それぞれに電流を供給せず、これによって画素140位置と無関係に同じ電圧値を維
持することができる。ここで、第1電源ELVDD及び基準電源Vrefの電圧値は同じく設定され
る。
【００３４】
図4は、図3に示された画素の駆動方法を示す波形図である。
図4を参照すれば、まず第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の中で一部期間の第
1期間T1の間第5トランジスタM5はターンオン状態を維持する。そして、第1期間T1の間第3
トランジスタM3及び第4トランジスタM4がターンオンされる。
【００３５】
第3トランジスタM3がターンオンされれば第2トランジスタM2のゲート電極が第3トランジ
スタM3を経由して有機発光ダイオードOLEDと電気的に接続される。したがって、第2トラ
ンジスタM2のゲート電極、すなわち、第2ノードN2の電圧がおおよそ第2電源ELVDDの電圧
に初期化される。すなわち、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の中で一部期
間の第1期間T1は第2ノードN2の電圧を初期化するために使われる。
【００３６】
以後、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の中で第1期間T1を除いた第2期間T2
の間には第n発光制御線Enに供給される発光制御信号によって第5トランジスタM5がターン
オフされる。すると、第3トランジスタM3によってダイオード形態で接続された第2トラン
ジスタM2のゲート電極に第1電源ELVDDから第2トランジスタM2の閾値電圧を差し引いた電
圧値が印加される。
【００３７】
そして、第2期間T2の間ターンオン状態を維持する第4トランジスタM4によって第1ノードN
1は基準電源Vrefの電圧に設定される。ここで、基準電源Vrefと第1電源ELVDDの電圧値が
同じだと仮定すれば、第2キャパシタC2には第2トランジスタM2が閾値電圧に対応する電圧
が充電される。そして、第1電源ELVDDで所定の電圧降下電圧が発生されれば第2キャパシ
タC2には第2トランジスタM2の閾値電圧及び第1電源ELVDDの電圧降下電圧が充電される。
すなわち、第2キャパシタC2には第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び第2トランジスタM2の閾
値電圧が充電されて、これによって第1電源ELVDDの電圧降下及び第2トランジスタM2の閾
値電圧を同時に補償することができる。
【００３８】
以後、第3期間T3の間第n走査線Snに走査信号が供給される。第n走査線Snに走査信号が供
給されれば第1トランジスタM1がターンオンされる。第1トランジスタM1がターンオンされ
ればデータ信号が第1ノードN1に供給されて、これによって第1ノードN1の電圧は基準電源
Vrefからデータ信号の電圧に下降される。すると、第3期間T3間フローティング状態に設
定された第2ノードN2の電圧も第1ノードN1に下降電圧に対応して下降される。すなわち、
第3期間T3の間第2キャパシタC2に充電された電圧は安定的に維持される。一方、第3期間T
3の間第1キャパシタC1は第1ノードN1に印加されたデータ信号に対応して所定の電圧を充
電する。
【００３９】
以後、第4期間の間第n走査線Snに走査信号の供給が中断された後、第n発光制御線Enに発
光制御信号の供給が中断される。発光制御信号の供給が中断されれば第5トランジスタM5
がターンオンされる。第5トランジスタM5がターンオンされれば第2トランジスタM2は第1
キャパシタC1及び第2キャパシタC2に充電された電圧に対応して所定の電流を有機発光ダ
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イオードOLEDに供給して、これによって有機発光ダイオードOLEDで所定輝度の光が生成さ
れる。
【００４０】
上述したように図3に示された画素140では、駆動トランジスタM2の閾値電圧及び第1電源E
LVDDの電圧降下と無関係に所望の画像を表示すことができるという長所がある。しかし、
図3に示された画素140は、一つの走査線に走査信号が供給される短い期間の間、画素140
の初期化及び駆動トランジスタM2の閾値電圧補償過程を経るので、表示品質が低下される
という問題点が発生されうる。
【００４１】
詳しく説明すれば、画素140は第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の中で一部期
間の第1期間T1の間第2ノードN2を初期化して、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される
期間の中で残りの期間である第2期間T2の間第2トランジスタM2の閾値電圧に対応する電圧
を充電する。したがって、短い期間に設定される第2期間T2の間第2トランジスタM2の閾値
電圧に対応する電圧が充分に充電されない恐れがある。特に、パネルのインチが大きくな
って、高解像度に行くほどますます第2期間T2の期間はさらに短くなる。
【００４２】
一方、第1期間T1の間には第2ノードN2の電圧がおおよそ第2電源ELVSSの電圧に初期化され
る。ここで、第2電源ELVSSの電圧降下などによって画素ごとに初期化される第2ノードN2
の電圧が異なるように設定されうる。このように初期化された第2ノードN2の電圧が画素
ごとに異なるように設定されれば第2期間T2の間第2ノードN2の電圧が所望の電圧に変化さ
れず、これによってバラ付きの画像が表示される恐れがある。また、図3に示された画素
では第1期間T1の間有機発光ダイオードOLEDに所定の電流が供給されて願わない光が発生
するという問題点がある。
【００４３】
図5は、本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
図5を参照すれば、本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置は走査線S1ないしSn、
発光制御線E1ないしEn、及びデータ線D1ないしDmと接続される複数の画素240を含む画素
部230と、走査線S1ないしSn及び発光制御線E1ないしEnを駆動するための走査駆動部210と
、データ線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部220と、走査駆動部210及びデータ駆
動部220を制御するためのタイミング制御部250と、を備える。
【００４４】
画素部230は、走査線S1ないしSn、発光制御線E1ないしEn及びデータ線D1ないしDmによっ
て区画された領域に形成される画素240を備える。画素240は外部から第1電源ELVDD、第2
電源ELVSS及び基準電源Vrefの供給を受ける。基準電源Vrefの供給を受けた画素240それぞ
れは基準電源Vrefと第1電源ELVDDの差値を利用して第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び駆動
トランジスタの閾値電圧を補償する。
そして、画素240は自分に供給されたデータ信号に対応して第1電源ELVDDから有機発光ダ
イオードを経由して第2電源ELVSSに所定の電流を供給する。すると、有機発光ダイオード
で所定の輝度の光が生成される。
【００４５】
このような画素240それぞれは3本の走査線と接続されながら駆動される。言い換えて、i
番目水平ラインに位置された画素240は第i-2走査線Si-2に走査信号が供給される時初期化
されて、第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される時閾値電圧補償過程を経る。そして、
第i走査線Siに走査信号が供給される時データ信号に対応される電圧を充電する。
【００４６】
タイミング制御部250は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号DCS
及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部250から生成されたデータ駆動制
御信号DCSはデータ駆動部220に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部210に供給
される。そして、タイミング制御部250は外部から供給されるデータをデータ駆動部220に
供給する。
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【００４７】
走査駆動部210は走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査駆動制御信号SCSの供給を受
けた走査駆動部210は走査線S1ないしSnに走査信号を順次供給する。そして、走査駆動制
御信号SCSの供給を受けた走査駆動部210は発光制御線E1ないしEnに発光制御信号を順次供
給する。ここで、発光制御信号は3個の走査信号と重畳されるように供給される。言い換
えて、第i発光制御線Eiに供給される発光制御信号は第i-2走査線Si-2、第i-1走査線Si-1
及び第i走査線Siに供給される走査信号と重畳されるように供給される。
【００４８】
データ駆動部220は、タイミング制御部250からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける。
データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部220はデータ信号を生成して、生成さ
れたデータ信号をデータ線D1ないしDmに供給する。
【００４９】
図6は、図5に示された画素の実施例を示す図面である。図6では説明の便宜性のためにi番
目水平ラインに位置されて、第mデータ線Dmと接続される画素を示す。
図6を参照すれば、本発明の画素240は有機発光ダイオードOLEDと、有機発光ダイオードOL
EDに電流を供給するための画素回路242を備える。
【００５０】
有機発光ダイオードOLEDは、画素回路242から供給される電流に対応して所定の色の光を
生成する。例えば、有機発光ダイオードOLEDは画素回路242から供給される電流量に対応
して所定輝度を持つ赤色、緑色または青色の光を生成する。
【００５１】
画素回路242は、第i-2走査線Si-2に走査信号が供給される時第2ノードN2を初期化して、
第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される時第2トランジスタの閾値電圧及び第1電源ELVDD
の電圧降下を補償する。このために、基準電源Vrefの電圧値はデータ信号の電圧より高く
設定されて、第1電源ELVDDの電圧値より低く設定される。
【００５２】
画素回路242は、第i走査線Siに走査信号が供給される時データ信号に対応される電圧を充
電する。このために、画素回路242は、第1ないし第6トランジスタM1ないしM6と、第1キャ
パシタC1及び第2キャパシタC2を備える。
【００５３】
第1トランジスタM1の第1電極はデータ線Dmに接続されて、第2電極は第1ノードN1に接続さ
れる。そして、第1トランジスタM1のゲート電極は第i走査線Siに接続される。このような
第1トランジスタM1は第i走査線Siに走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Dm
と第1ノードN1を電気的に接続させる。
【００５４】
第2トランジスタM2の第1電極は第1電源ELVDDに接続されて、第2電極は第5トランジスタM5
の第1電極に接続される。そして、第2トランジスタM2のゲート電極は第2ノードN2に接続
される。このような第2トランジスタM2は第2ノードN2に印加される電圧、すなわち、第1
キャパシタC1及び第2キャパシタC2に充電された電圧に対応される電流を第5トランジスタ
M5の第1電極に供給する。
【００５５】
第3トランジスタM3の第2電極は第2ノードN2に接続されて、第1電極は第2トランジスタM2
の第2電極に接続される。そして、第3トランジスタM3のゲート電極は第i-1走査線Si-1に
接続される。このような第3トランジスタM3は第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される時
ターンオンされて第2トランジスタM2をダイオード形態で接続させる。
【００５６】
第4トランジスタM4の第1電極は基準電源Vrefに接続されて、第2電極は第1ノードN1に接続
される。そして、第4トランジスタM4のゲート電極は第i-1走査線Si-1に接続される。この
ような第4トランジスタM4は第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される時ターンオンされて
基準電源Vrefと第1ノードN1を電気的に接続させる。
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【００５７】
第5トランジスタM5の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続されて、第2電極は有
機発光ダイオードOLEDのアノード電極に接続される。そして、第5トランジスタM5のゲー
ト電極は第n発光制御線Enに接続される。このような第5トランジスタM5は第n発光制御線E
nで発光制御信号が供給される時ターンオフされて、発光制御信号が供給されない時ター
ンオンされる。
【００５８】
第6トランジスタM6の第1電極は基準電源Vrefに接続されて、第2電極は第2ノードN2に接続
される。そして、第6トランジスタM6のゲート電極は第i-2走査線Si-2に接続される。この
ような第6トランジスタM6は第i-2走査線Si-2に走査信号が供給される時ターンオンされて
基準電源Vrefと第2ノードN2を電気的に接続させる。
【００５９】
図7は図6に示された画素の駆動方法を示す波形図である。
図7を参照すれば、まず、第i-2走査線Si-2に走査信号が供給される。第i-2走査線Si-2に
走査信号が供給されれば第6トランジスタM6がターンオンされる。第6トランジスタM6がタ
ーンオンされれば基準電源Vrefの電圧が第2ノードN2に供給される。すなわち、第i-2走査
線Si-2に走査信号が供給される時第2ノードN2の電圧が基準電源Vrefの電圧に初期化され
る。したがって、画素部230に含まれるすべての画素240は初期化の段階で第2ノードN2に
同じ電圧の供給を受ける。言い換えて、電圧降下が発生されない基準電源Vrefを利用して
第2ノードN2を初期化するので、画素240の形成位置と無関係に同じ電圧で画素240それぞ
れの第2ノードN2が初期化できる。
【００６０】
以後、第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される。第i-1走査線Si-1に走査信号が供給され
れば第3トランジスタM3及び第4トランジスタM4がターンオンされる。第3トランジスタM3
がターンオンされれば第2トランジスタM2がダイオード形態で接続される。ここで、第2ノ
ードN2が第1電源ELVDDより低い基準電源Vrefの電圧に初期化されたので、第2トランジス
タM2がターンオンされ、これによって第1電源ELVDDから第2トランジスタM2の閾値電圧を
差し引いた電圧が第2ノードN2に印加される。
【００６１】
第4トランジスタM4がターンオンされれば第1ノードN1で基準電源Vrefの電圧が印加される
。すると、第2キャパシタC2には第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び第2トランジスタM2の閾
値電圧を含む所定の電圧が充電される。
【００６２】
以後、第i走査線Siに走査信号が供給される。第i走査線Siに走査信号が供給されれば第1
トランジスタM1がターンオンされる。第1トランジスタM1がターンオンされればデータ線D
mに供給されるデータ信号が第1ノードN1に供給されて、これによって第1ノードN1の電圧
は基準電源Vrefからデータ信号の電圧に下降される。
【００６３】
この時、フローティング状態に設定された第2ノードN2の電圧も第1ノードN1に下降電圧に
対応して下降されて、これによって第2キャパシタC2に充電された電圧は安定的に維持さ
れる。第1キャパシタC1は第1ノードN1に印加されたデータ信号に対応して所定の電圧を充
電する。
【００６４】
以後、発光制御信号の供給が中断されて第5トランジスタM5がターンオンされる。第5トラ
ンジスタM5がターンオンされれば第2トランジスタM2は第1キャパシタC1及び第2キャパシ
タC2に充電された電圧に対応して所定の電流を有機発光ダイオードOLEDに供給して、これ
によって有機発光ダイオードOLEDから所定輝度の光が生成される。
【００６５】
上述したように本発明の第2実施例による画素240では第i-2走査線Si-2に走査信号が供給
される期間の間第2トランジスタM2のゲート電極を基準電源Vrefの電圧に初期化する。し
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たがって、画素240それぞれに含まれる第2トランジスタM2のゲート電極を同じ電圧で初期
化できるという長所がある。また、本発明では第i-1走査線Si-1に走査信号が供給される
期間の間第2トランジスタM2の閾値電圧を安定的に補償することができる。したがって、
大きいインチ及び高解像度のパネルに安定的に適用することができる。
【００６６】
以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに過
ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他の
実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】従来の一般的な画素を示す回路図である。
【図２】本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図３】図2に示された画素の実施例を示す回路図である。
【図４】図3に示された画素の駆動方法を示す波形図である。
【図５】本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図６】図5に示された画素の実施例を示す回路図である。
【図７】図6に示された画素の駆動方法を示す波形図である。
【符号の説明】
【００６８】
2、142、242:画素回路
4、140、240:画素
110、210:走査駆動部
120、220:データ駆動部
130、230:画素部
150、250:タイミング制御部
【図１】 【図２】
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